
平成30年度「児童のこころと生活等に関する調査」及び

「こころと学校生活等に関する調査」結果概要について

生徒指導支援室

１ 調査の概要

(1) 実施時期 平成30年５月から７月まで

(2) 調査対象

ア 児童のこころと生活等に関する調査【小学校（部）第４学年悉皆調査】

県内の公私立小学校第４学年、特別支援学校小学部第４学年の全児童 203校 11,218名

イ こころと学校生活等に関する調査【小学校（部）第５学年以上、中学校、高等学校希望調査】

県内の小学校第５、６学年、特別支援学校小学部第５、６学年の児童 30校 2,589名

県内の中学校第１～３学年、特別支援学校中学部第１～３学年の生徒 22校 4,302名

県内の高等学校第１～３学年、特別支援学校高等部第１～３学年の生徒 16校 5,014名

(3) 調査内容

ア 児童の自尊感情、学校適応や家庭での居場所感、こころの状態（いじめ・不登校・抑うつ）、

生きる力（生きる意欲・コミュニケーション力・レジリエンス）などに関する質問42項目

イ アに発達の偏りに関する質問を加えた45項目（サンプル個票裏面参照）

２ 児童生徒個別の調査結果の活用

個票により児童生徒一人一人の調査当日のこころの様子を把握し、各学級（ＨＲ）担任の児童生

徒についての理解を深めた。また、事後研修会を開催し、学級（ＨＲ）経営を進める上での有効な

資料及びいじめや不登校等生徒指導上の諸課題の未然防止・早期発見につなげるための指導・支援

体制の構築に向けた資料として活用できるよう事例検討を行った。

３ 調査項目の校種別集計（抜粋）
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12 学校の先生は、私のことをわかってくれている

全くあてはまらない あまりあてはまらない だいたいあてはまる とてもあてはまる
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37 友だちに嫌なことをされることがある

全くあてはまらない あまりあてはまらない だいたいあてはまる とてもあてはまる



４ 主な調査項目の学年比較

① 自尊感情

② 学校適応

③ 家庭適応及びこころの状態
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1自己評価・受容1 2関係の中での自己1 3自己主張・決定1
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4教師関係1 5友人関係1 6学力1 7学校が好き1 8いじめなし1
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9家庭の居心地1 10生きる意欲1 11コミュニケーション1

12レジリエンス1 13情緒安定1


